
 

 

  

 

                        令和 4 年 3 月 3 1 日 

水管理・国土保全局河川計画課 
 

第 24回日本水大賞の各賞を決定 
～水循環の健全化に貢献する様々な活動から特に優れたものを表彰～ 

 

 

 

 

 

 

【日本水大賞】            【国土交通大臣賞】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【表彰式及び受賞活動発表会】 
 日時・場所：令和 4 年 6 月 14 日(火)／日本科学未来館（東京都江東区） 

※ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、スケジュール等に変更が生じる 

可能性があります。 

【日本水大賞とは】 

 日本水大賞は、安全な水、きれいな水、おいしい水にあふれる 21 世紀の日本と地球を目

指し、水循環の健全化に貢献する様々な活動を対象に、社会的貢献度が高い、水防災、水

資源、水環境等の分野における活動の中から、特に優れたものを表彰し、広く国民に発信

することを目的として、平成 10 年に創設されました。 

 

【問合せ先】国土交通省水管理・国土保全局河川計画課 

課長補佐 浅田
あ さ だ

、課長補佐 中元
なかもと

、河川情報係長 早瀬
は や せ

 

電話：03-5253-8111（直通 03-5253-8446,内 35322,35375,35395）、FAX ：03-5253-1602 

 

 日本水大賞委員会（名誉総裁：秋篠宮皇嗣殿下）は、第 24回日本水大賞の応募総数

131件の中から「大賞」の受賞者ペシャワール会／ＰＭＳ（平和医療団・日本）（福岡

県）に、「国土交通大臣賞」の受賞者を筑後川まるごと博物館運営委員会（福岡県）に

決定しました。 

日本水大賞委員会同時発表 

 

活動内容： 

土獏化した農地復旧のため 2002 年に「緑の大地計画」を

立案、翌年より用水路建設を開始。現在までに 11 カ所の

取水堰を建設。16,500ha の耕地の安定灌漑、65 万人の生

活を保障し、持続可能な復興のモデルを示している。 

活動主体： 

筑後川まるごと博物館運営委員会（福岡県） 

 

活動名称： 

昭和２８年筑後川大水害の伝承活動 

活動主体： 

ペシャワール会／ＰＭＳ（平和医療団・日本） 

（福岡県） 
活動名称： 

アフガン・「緑の大地計画」－伝統に学ぶ 

灌漑・水利事業 

活動内容： 

流域で活動する団体や研究者、また自らが講師とな

る「流域講座」を継続つつ、大人向け学習会や子供

向け環境教室を開き、筑後川を身近に感じてもらう

活動を行っている。 

通水 5 年後の用水路 


